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本論文は，「Course Design Method with ICT-integration into English Education for 
Non-native Learners（ICT を統合した非ネイティブ学習者向け英語教育の授業設計に関
する研究）」と題し，英語を母語としない学習者を対象とした英語（English as a 
Foreign Language, EFL）教育において，情報通信技術（ICT）を活用したより効果的な
教授手法の確立を目指した研究をとりまとめたものであり，6 章から構成されている．  
第 1 章は，本論文の背景・動機および目的について述べている．ICT の教育への活用
が浸透しつつある社会的背景に触れ，特に EFL 教育において，会話能力の涵養には ICT
活用の効果が期待できることを指摘している．そして，本研究が，EFL 教育の学習者お
よび教師に ICT がどのような影響を与え得るかを実践的に明らかにし，それに基づいて
ELF 教育の授業設計手法を構築することを目的としていることを述べている．  
第 2 章は，関連する先行研究についてまとめている．これまでの ICT 活用 EFL 教育の
試みを調査するとともに，ICT 活用が効果を発揮すると考えられる自律学習についての
研究も調査している．  
第 3 章では，ICT 活用教育の様々な理論的フレームワークについての調査し，本研究
における ICT 活用授業の要素を，Technology Acceptance Model (TAM)，Unified 
Theory of Acceptance And Use of Technology (UTAUT) および  Technological 
Pedagogical and Content Knowledge (TPACK) の各フレームワークの中に位置付けるこ
とを試みている．  
第 4 章では，第 3 章での位置付けに基づいて，EFL 教育における ICT ツールの個々の
適用可能性を評価するとともに，それら評価に基づいて授業の中の個々の利用場面とそれ
に好適な ICT ツールを明確化し，ICT 活用授業の設計指針を与えている．さらに，実践
に向けて授業指導案の具体化を図っている．  
第 5 章では，第 4 章で具体的に作成した指導案に基づき，日本人学生およびベトナム
人学生を対象に授業を実践し，定量的および定性的な学習効果測定，受講生へのアンケー
ト調査，授業中の受講生の態度の観察により多面的に評価している．  
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